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會

　
報

第

一
四
〇
脱

日
本
山
岳
會

會

員

線

會

六
月
十
二
日
午
後
交
通
博
物
館
で
通
常

綿
會
を
開
い
た
。
議
事
左
の
通
リ

一
、
昨
年
度
事
業
の
報
告
と
今
年
度
事

業
計
書
の
説
明

（
松
方
理
事
）

一
、
昨
年
度
決
算
の
報
告
と
今
年
度
豫

算
案
の
説
明

（藤
島
理
事
）

報
告
は

い
ず
れ
も
出
席
會
員
の
承
認
を

得
。
本
年
度
の
豫
算
案
も
共
議
な
く
通

過
し
議
事
を
経
っ
た
。

純
會
終
了
後
講
常
で
一
九
二
六
年
の

立
教
′、學
山
岳
部
の
ナ
ン
ダ
コ
ー
ト
遠

征
隊
め
ス
ラ
イ
ド
映
篤
、
説
明
は
営
時

の
隊
員
で
あ
る
濱
労
理
事
が
営
つ
た
が

久
し
振
り
の
ス
ラ
イ
ド
の
會
で
も
あ
り

叉
久
し
振
り
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
物
語
で
も

あ
り
、
極
め
て
愉
し
い
集
り
で
あ
つ
た
Ｏ

ウ
エ
ス
ト
ン
記
念
碑

記
念
碑
の
復
蕉
式
は
豫
定
通
り
六
月
十

四
＝
上
高
地
で
行
わ
れ
た
。
東
京
か
ら

の
参
列
者
は
約
二
十
名
、
松
本
方
面
か

ら
の
募
列
者
を
合
せ
七
十
餘
名
と
い
ぅ

酪
含
だ

っ
た
ｃ
幕
を
除
く
に
営
り
根
、

松
方
面
會
員
ウ

エ
ス
ト
ン
師
に
つ
い
て

迪
憶
を
語
り
挨
拶
に
Ｒ
え
た
。
夜
は
小

梨
平
で
火
を
園
ん
で
閑
談
こ
れ
を
久
し

う
し
た
。
こ
の
記
念
碑
の
復
僕
に
つ
い

て
は
昨
年
末
現
地
官
民
各
機
関
の

一
方

な
ら
ぬ
配
慮
を
煩
わ
し
て
来
た
が
今
回

は
殊
に
復
告
の
工
事
そ
の
他
に
つ
い
て

清
水
組

の
一
方
な
ら
ぬ
協
力
を
得
萬
事

が
極
め
て
順
調
に
運
ん
だ
。
洵
に
感
謝

に
た
え
な
い
。

ウ
ェ
ス
ト
ン
記
念
講
演
會

六
月
十
六
日
松
本

の
セ
ン
ト
ラ
ル
座
で

開
か
れ
た
。
時
あ
た
か
も
信
濃
支
部
麦

足
と
前
後
Ｌ
殊
會
者
堂
に
満

つ
る
盛
況

だ

つ
た
ｃ
，
次
第
次
の
通
り

一
、
信
濃

の
自
然
に
郷
て
　
横
　
有
恒

一
、
ウ

エ
ス
ト
ン
ｍ
を
憶
う
松
力
三
黒
・

一
．
ナ
ン
ダ
コ
ー
ト
登
撃
　
竹
節
作
大

竹
節
氏
の
話

ら
あ
と
で
毎
日
新
障
耐
所

有
の
ナ
ン
タ

コ
ー
ト
登
攀
記
鶴
映
菫
為

賊
鴬
し
た
。
セ
ン
ト
ラ
ル
”
は
松
本
の

信
ド
新
聞

の
所
有
に
属
す
る
力
、
営
豫

は
こ
の
會
の
た
め
に
無
利
で
伊
伊
さ
れ

た
も
の
だ
ｃ

国
民
髄
育
大
會

十
月
下
旬
か
ら
十
一
月
初
に
か
け
て
金

澤
で
開
か
れ
る
第
二
回
図
民
醤
育
大
會

の
登
山
書
門
に
つ
い
て
は
石
川
支
部
が

幕
ら
そ
の
準
備
に
富
っ
て
い
る
。
新
雲

下
の
自
由
登
山

・
、
加
越
國
境
の
讐
王
―――

の
集
中
登
山
並
に
識
演
會
が
行
事
に
数

え
仁
れ
て
い
る
が
他
地
力
か
ら
の
参
加

者
は
準
備
の
都
合
上
ブー
月
中
に
石
川
支

部
ま
で
連
絡
し
て
頂
き
度
い
。

塚
本
主
事
急
逝

熱
が
あ
る
と
い
い
乍
ら
六
月
十
日
近
く

ま
で
會
の
事
務
を
と
つ
て
い
た
塚
本
主

事
は
病
院
に
措
ぎ
こ
ま
れ
た
時
既
に
意

識
な
く
入
院
敷
日
に
し
て
廿
五
日
長
逝

し
た
病
名
は
チ
プ
ス
だ
つ
た
が
ま
こ
と

に
哀
悼
に
た
え
な
い
。

戦
争
中
日
本
山
岳
會
の
孤
曇
を
守
っ
た

の
は
塚
本
さ
ん
だ
つ
た
が
、
経
戦
後
の

混
飢
時
代
に
會
報
の
復
刊
を
政
行
し
た

の
も
募
本
さ
ん
だ
つ
た
。
戦
後
の
會
の

再
出
曇
に
あ
の
會
報
の
復
活
が
ぎ
ん
な

役
割
を
演
ビ
た
か
は
含
員
は
誰
ｔ‐
よ
く

知
つ
て
い
る
が
、
今
日
の
日
本
山
岳
會

は
全
く
塚
本
書
ん
の
奮
闘
に
感
謝
す
べ

き
多
く
の
も
の
を
持
つ
て
い
る
。
言
葉

通
り
倒
れ
る
ま
で
頑
張
つ
た
所
も
塚
本

さ
ん
ら
し
い
が
、
何
と
か
早
く
手
を
打

つ
た
な
ら
ば
こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
く

て
す
ん
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
、
今

だ
に
そ
れ
が
残
念
だ
。
事
務
所
が
整
わ

な
い
の
で
事
務
書
類
一
切
を
ル
ツ
ク
に

入
れ
て
東
京
の
町
を
歩
い
て
い
た
故
人

の
姿
は
い
っ
ま
で
も
多
く
の
會
員

の
限

か
ら
清
え
ま
い
と
思
う
が
ゝ
亡
く
な
る

ま
で
パ
ッ
デ
の
こ
と
を
う
わ
ご
と
に
云

っ
て
い
た
と
い
う
象
本
さ
ん
の
露
も
永

く
會
に
止
る
こ
と
だ
ら
う
。

遺
骨
は
八
月
に
郷
里
に
帰
つ
た
。

尾
瀬
沼
の
水
力
霊

電

戦
争
前
か
ら
み
問
題
で
あ
る
尾
瀬
の
数

電
計
書
は
大
腱
久

の
よ
う
に
落
着
く
と

の
こ
と
だ
。
最
初

の
話

は
尾
瀬
ケ
原
ま

で
を
水
の
下
に
ｌ
て
そ
の
水
を
只
見
川

に
落
す
大
計
蓋
だ
つ
た
が
ぃ
今
ＩＪ‥‥
決
定

を
見
た
も
の
は
渇
水
期
の
数
電
用
水
を

確
保
す
る
た
め
尾
瀬
沼
の
湖
面
を

一
米

だ
け
上
げ
る
と
い
う
も
の
に
縮
少
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
水
を
三
手
峠
の

下
を
貫
く
七
〇
〇
米
の
水
道
で
片
品
川

に
落
す
計
書
な
の
で
尾
瀬
の
風
致
に
影

響
を
興
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と

の
こ
と
だ
。
計
査
の
最
後
的
決
定
に
先

立
っ
て
行
っ
た
現
地
調
査
に
は
武
田
會

長
も
参
加
し
た
ｏ

役
　
目員
　
會

◇
六
月
二
日

（
盤
育
舘
ヽ
藤
島
、
松
方

入
澤
ゝ
谷
＝
、
濱
野
出
席
、
東
京
支
部

よ
り
中
屋
参
加

會
と
支
部
と
の
事
務
分
措
並
に
連

、
ウ
ェ
ス
ト
ン
記
念
碑
に
開
す
る
件

、
會
員
総
會
に
開
す
る
件

、

「
山
岳
選
書
」
の
始
末
報
告

各
支
部
近
況
報
告

◇
七
月
三
日

（
倦
青
館
）
藤
島
、
松
方

谷
日
、
濱
野
、
入
洋
出
席

一
、
ウ
エ
ス
ト
ゾ
記
念
碑
復
薦
報
告

一
．
塚
本
主
事
死
去
に
開
す
る
報
告
並

に
善
後
策
の
決
定

一
．
雑
誌

「
山
」
に
開
す
る
経
過
報
告

一
、
各
支
部
の
近
況
報
告

◇
ぺ
月
七
日

（
畿
育
館
）
石
川
、
藤
島

松
方
‘
谷
口
、
濱
野
出
席

一
、
會
報
現
状
の
報
告

一
、
事
務
室
整
備
の
件

一
ｂ
信
濃
支
部
設
立
の
件

一
ゝ
各
支
部
の
近
況
報
告

一
　
九
月
以
降
の
事
業
計
商

支
部
會
員

ヘ

◇
會
員
章
に
番
競
を
打
つ
の
は
止
め
ま

し
た
。
會
員
番
貌
は
會
員
證
に
書
込
ん

で
あ
り
ま
す
。

◇
維
身
會
員

の
制
度
は
憂
っ
て

い
ま
せ

ん
。
た
ゞ
會
と
し
て
は
情
勢
の
安
定
す

る
ま
で
は
新
し
い
終
身
含
員
を
作
ら
ぬ

方
針
で
す
。

一
方
維
身
會
員
の
側
か
ら

は
現
ド
の
事
情
か
ら
し
て
普
通
會
員

円

様
年
會
費
を
負
措
し
て
も
よ
い
か
ど
う

か
ど
の
中
ＩＩＩ
を
受
け
、
又
現
に
年
會
費

を
途
つ
て
■
き
る
絡
身
會
員
―
，あ
り
ま

す
。
會
は
そ
の
好
意
を
大

い
に
感
謝
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
経
身
含
員
の
側

の
曇
意
に
よ
る
も
の
で
あ

つ
て
會
か
ら

は
こ
の
件
Ｆ
っ
い
て
何
も
意
思
を
表
明

し
て
い
ま
せ
ん
。

◇
途
金
は
出
来
る
だ
け
小
焦
替
で
願
い

ま
す
ｃ
振
書
は
時
間
が
か

ヽ
つ
て
賞
用

に
な
り
ま
せ
ん
。
振
替

の
場
合
は
手
数

料

一
口
五
十
錢
を
加
算
し
て
御
途
金
下

さ
い
ｃ

◇
塚
本
さ
ん
の
急
逝
の
た
め
含

の
事
務

が
大
い
ｒ
停
頓
し
ま
し
た
。
支
部
や
個

々
の
會
員
に
色
々
御
迷
惑
を
か
り
た
せ

思

い
ま
す
。
誠
に
恐
縮
で
す
〕
ど
う
や

ら

一
應
あ
と
の
仕
木
１
，
つ
き
ま
し
た
が

ま
だ
仰
坂
事
漏
れ
や
何
か
あ
る
か
と
思

い
ま
す
御
注
意
‘
さ
れ
ば
幸

い
で
す
。

◇
東
京
支
部
　
東
京
都
千
代
田
匠
紳
田

駿
河
蔓
岸
性
育
館
内

０
開
西
支
部
　
大
阪
市
化
匡
堂
爆
上

一

丁
Ｈ
日
本
貯
蓄
銀
行
　
階

◇
越
後
支
部
　
浙
潟
市
就
町
四
八
八
八

藤
島
玄
方

◇
石
川
支
部
　
金
浮
市
五
贅
町
九

一
磯

野
二
郎
方

０
信
濃
支
部
　
松
本
市
東
げ

二
丁
目
下

村
雅
司
方

ffi
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東

京

支

部

◇
六
月
十
七
日
か
ら
十
日
ま
で
交
通
文

化
博
物
館
で
．
同
館
後
援
の
下
に
、
夏

山
識
習
會
を
催
し
た
。
豪
本
氏
の
寛
員

の
話
や
武
田
會
長
の
高
山
植
物
の
話
に

は
幻
燈
を
使
つ
た
が
、
気
象
に
つ
い
て

は
特
に
和
逹
気
象
墓
長
の
来
講
を
得
連

夜
非
常
な
盛
會
だ
っ
た
。

◇
六
月
十

一
日
か
ら
七
月
五
日
ま
で
毎

日
正
午
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
有
柴
町

の
交
瓶
公
戯
で
登
山
相
談
所
を
同
祗
徴

援
の
下
に
開
い
た
。
資
料
集
め
に
は
東

鐵
、
交
池
新
聞
祀
．
交
涌
公
祀
各
″
面

か
ら
絶
大
な
協
力
が
あ
っ
た
。
相
談
に

は
支
部
委
員
が
交
替
で
常
つ
た
が
熱
心

な
相
談
者
の
多
い
こ
と
は
驚
く
程
だ
つ

た
。
◇
七
月
十
二
日
早
朝
富
士
見
騨
に
集
合

入
笠
山
κ
登
っ
た
。
十
三
日
は
分
水
荘

の
尾
崎
喜
八
氏
を
訪
れ
午
後
三
時
の
上

り
列
車
の
出
褒
ま
で
鳥
た
き
ゝ
花
を
た

ず
ね
楽
し
い
小
旅
行
だ
つ
た
。
山
上
、

赤
尾
、
岡
本
、
坂
倉
Ｄ
河
田
、
村
井
参

カーー
、
富
士
見
で
は
尾
崎
氏
は
じ
め
中
山

員
市
氏
高
橋
逹
郎
氏
ら
一
方
な
ら
ぬ
御

世
請
に
な
っ
た
。

◇
東
京
都
主
催
奥
武
蔵
ト
ビ
ル
真
不
キ

ヤ
ン
ピ
ン
グ

（
七
月
五
日
）
に
は
支
部

か
ら
委
員
原
、
小
鮮
原
雨
氏
が
参
加
し

て
講
演
た
し
た
。

◇
支
部
委
員

【
賓
出
部ヽ
Ｊ
　
小
笠
原
勇
八
、
原
　
全
教

大
紳
田
軍
治
、
天
野
誠
吉
―
森
田
津
雄

澤
田
武
志
、
大
沼
泰
蔵
、
坂
倉
登
喜
子

今
井
喜
美
子
、
川
森
時
子

【
研
究
部
】

茂
木
恨
雄
、
石
原
憲
泊
、

吉
澤

一
郎
、
渡
邊
公
平
、
長
谷
川
勇
、

林
　
正
夫
、
長
越
成
雄
、
岩
崎
二
瑯

【
企
書
部
】

塚
本
閤
治
、
町
田
立
穂
、

川
崎
吉
蔵
、
西
山
　
登
．
寒
竹
　
進
、

森
　
貫

一
、
稽
垣
久
治
郎
、
大
紳
田
ｏ

長
越
、
天
野
、
岩
崎
、
澤
田
、
林
、
大

沼
、
森
田
、
長
谷
川

【
資
材
部
】

村
松
　
巌
、
小
西
民
治
、

寒
竹
【
線
務
部
】

山
下

一
夫
、
石
原
　
巌
、

中
屋
健
式
、
杉
原
泰
子
、
村
井
米
子
、

西
山
、
森
、
稀
垣

【
會
計
】

中
屋
、
杉
原

【
監
事
】

河
田
　
横
、
早
川
義
郎

関
西
支
部

◇
七
月
十
日
か
ら
月
末
ま
で
大
阪
美
津

濃
で
山
岳
展
覧
會
を
開
き
ゝ
併
せ
て
登

山
案
内
所
を
設
け
た
。
案
内
所
の
た
め

に
は
島
々
か
ら
奥
原
正
明
、
北
城
か
ら

降
旗
勘
治
雨
対
が
木
阪
し
来
訪
者
の
相

談
に
應
じ
　
雨
君
不
在
の
時
は
支
部
委

員
が
交
替
で
質
問
に
應
え
た
。

◇
支
部
長
と
支
部
委
員

支
部
長
　
篠
田
軍
治

支
部
委
員

【
渉
外
】

池
田
孝
嘉
、
大
橋
秀
一
郎
、

土
田
新

一

【
固
書
】

梶
本
徳
次
郎
。
泉
　
隆
次
郎

【
庶
務
】

井
上
　
奨
、
植
田
陽
二
、
鷺

池
雅
司

【
編
韓
】

松
島
春
子
、
一澤
野
清
彦
、
梶

本【企
蓋
】

本
田
初
子
、
壼
野
良
之
助
、

土
田
　
泉

【
會
計
】

大
橋

ハ
監
事
】

仲
西
政

一
郎
、
大
田
　
敬

石

川

支

部

◇
四
月
か
ら
の

「
山
岳
講
座
」
は
毎
回

盛
會
だ
つ
た
。
来
會
者
敷
は
総
計
で
数

百
名
に
上
っ
た
。
阿
部
、
磯
野
、
鏑
木

王
井
〓
氏
は
ラ
ジ
オ
放
途

「
趣
味
の
山

岳
」
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
の
題
目
に
っ
い

て
放
途
を
し
た
。

◇
六
月
十
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
自
由

振
興
會
主
催
の

「
白
山
展
覧
會
」
を
後

援
し

「
出
岳
相
談
所
」
を
措
常
し
た
。

（
含
場
　
大
和
百
貨
店
）

◇
機
育
會
主
催
の
八
月
の
ス
ポ
ー
ン
講

脅
會
に
は
山
岳
の
部
も
豫
定
さ
れ
て
い

た
が
こ
の
方
は
色
々
の
事
情
か
ら
見
送

り
、
全
力
を
秋
の
國
民
機
育
大
會
に
集

中
す
る
こ
と
に
し
た
。
（別
項
参
照
）

◇
支
部
長
支
部
委
員

支
部
長
　
阿
部
批
次
郎

支
部
委
員

【
會
計
】

小
原
庄
作
、
中
田
良
不

【
庶
務
】

西
野
十
郎
．
孫
田
二
郎
．
爾

久
米
之
助

目
指
導
】

磯
野
二
郎
、
上
田
喜
作
、
藤

井
安
司
　
立
野
清

一

【
固
書
】

津
田
興
志
雄
、
二
塚
良
治
、

青
木
　
繁

【
事
業
】

園
部
六
二
郎
、
吉
川
信
雄

棚
池
信
行

【
學
校
連
絡
】

野
中
　
昂
、
栂
　
茂
雄

信

濃

支

部

◇
六
月
十
二
日
松
本
で
支
蔀
設
立
線
會

を
開
き
委
員
並
に
規
則
を
決
定
し
た
。

役
員
は
伊
郡
じ
諏
訪
、
中
信
、
木
曾
谷

東
備
、
北
信
、
安
曇
、
會
祗
學
校
の
八

分
Ｅ
か
ら
定
数
を
澤
び
Ｄ
常
任
委
員
も

そ
れ
に
應
じ
て
配
分
す
る
方
針
を
と
つ

た
。

◇
支
部
長
及
び
常
任
委
員

支
部
長
　
棋
　
有
恒
、
常
任
委
員
　
百

瀬
恨
太
郎
、
不
林
武
夫
、
小
池
文
雄
、

小
穴
信

一
、
下
村
雅
司
‐
花
風
　
保
、

松
本
　
昇
、
向
山
敬
治
郎
、
馬
場
忠
三

郎
、
湯
浅
充
泰

支
部
會
費
　
金
式
拾
園

事
務
所
　
松
本
市
東
町
二
の

一
一
二
〇

下
村
雅
司
カ

越

後

支

郡

◇
六
月
二
十
八
日
か
ら
二
十
日
に
わ
た

っ
て
越
後
支
部
の
創
立
組
會
と
新
潟
縣

登
山
講
脅
含
と
が
苗
場
―――
で
行
わ
れ
た

こ
の
催
し
は
参
カーー
申
必
者
が
多
か
つ
た

鶯
め
登
――‐
国
器
を
學
校
関
係
者
の
二
班

に
分
け
、
十
九
、
二
十
爾
日
に
そ
れ
ぞ

ね
苗
場
に
登
つ
た
。
最
初
の
豫
定
け
頂

上
で
講
管
含
を
開
く
こ
と
に
な
つ
て
い

た
が
、
霧
の
た
め
中
■
し
た
支
部
の
愛

會
式
は
十
九
日
苗
場
ヒ
ユ
ツ
テ
で
行
い

引
績
い
て
講
談
會
に
移
り
．
高
頭
支
部

顧
問
よ
り

「
大
手
晟
先
生
と
苗
場
山
」

冠
松
久
郎
氏
よ
り

一
浜
か
ら
山
へ
」
の

講
演
が
あ
つ
た
。
第
二
日
は
冠
氏

「
山

岳
自
然
美
の
保
護
と
開
嚢
」
に
つ
い
て

講
演
し
、
講
演
申
の
後
で
は
懇
談
會
が

催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
二
班
合
計
約
百

名
に
及
ん
だ
。

◇
支
部
長
と
支
部
委
員

支
部
長
　
藤
島
源
太
郎

支
部
委
員
　
星
　
光

一
ゝ
北
村
嘉
助
．

佐
久
間
淳

一
。
川
崎
堅
太
郎
、
青
山
五

郎
ち
吉
田
貞
夫

監
事
　
中
村
文
治
郎
．
笠
原
藤
七
、
内

田
　
賓

顧
問
　
高
頭
仁
兵
衛

国
書
係
か
ら

岳

人

五
月
か
ら
創
刊
さ
れ
た

「
岳

人
」
は
既
に
三
琥
に
達
し
た
。
破
行
所

ほ
京
都
市
北
白
川
京
大
北
門
前
日
井
書

房
内
、
岳
人
祀
。
紙
の
事
情
印
刷
の
困

難
等
々
か
ら
考
え
果
し
て
商
賣
に
縁
遠

い
山
仲
間
の
か
ゝ
る
計
蓋
が
う
ま
く
貿

現
す
る
か
と
心
配
し
た
向
も
あ
る
だ
ら

う
が
、
雑
誌
も

二
槻
ま
で
漕
ぎ
つ
け
れ

ば
先
ず
大
文
夫
。
但
し
部
数
の
関
係
上

開
西
以
外
で
は
店
頭
に
出
る
機
脅
が
少

い
か
ら
希
望
者
は
豫
約
す
る
必
要
が
あ

ス
）
。
頒
債
は
　
一
ゴ
〓
三
琥
が

入
、
十
、
十
二

と
そ
れ
ぞ
れ
違

っ
て
い
る
か
ら
豫
約
者

は
概
算
額
を
小
鶯
替
で
途
金
す
る
他
な

い
と
思
う
。

山

と

漢

谷

第
百
栃
が
出
た
。
敬
就

に
た
え
な

い
、

山

・
紀

行

と

随

想

　

大
島
亮
吉
君

の
遺
著

「
山
」

だ
岩
波
版
）
か
ら
研
究

の
部
を
除
い
た
大
部
分
が
集
録
さ
れ
，

そ
れ
に
「
山
岳
」
に
出
た
遺
稿
の
「
峠
」

を
加
え
た
も
の
だ
が
九
月
中
に
１‥Ｉ
嚢
刊

の
豫
定
く

Ｂ
６
版
二
百
頁
位
。
昨
年
末
の
懸
案
の

一
つ
が
、
こ
れ
で
賓
現
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。
霊
行
所
は
杉
並
Ｅ
阿
佐
ケ
谷
四

の
九
五
八
好
日
書
房

出

岳

久
し
く
体
刊
中
の

「
山
岳
」

曇
刊
の
見
営
が
つ
い
た
の
で
い
よ
′
ヽ

本
格
的
準
備
に
入
る
。
編
韓
に
は
島
田

巽
氏
を
委
員
長
と
す
る
経
韓
委
員
含
が

営
る
が
次
の
合
報
で
詳
細
の
報
告
が
出

来
る
と
思
う
。
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四
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〇一二三四五六八九

二
四
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〇一二三四五六七八九

二
四
二
〇一二三

京
都
兵
庫
三
條

東
京
土
浦
新
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縣

長
野
縣

新
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縣

八
王
子

東
京

東
京
横
演

稲
島
縣

新

入

會

員

氏
　
名

疋
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雄
　
　
八
幡

安
西
　
政
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タ

堀
内
　
　
仁
　
　
盛
岡

廣
壊
　
文
雄
　
　
神
戸

伊
藤
　
康
介
　
　
東
京

谷
内
　
　
情
　
　
西
宮

日
本
放
途
協
會
山
岳
部

代
表
　
武
田
　
進
　
東
京

士
倉
　
九
二

坂
本
濱
治
郎

樋

日
　
榮

一

望
月
　
　
力

円
中
　
照
男

清
水
　
信

一

松
田
　
義
雄

助
川
　
一暑
雄

廣
川
・
證
介

海
野
　
治
良

森
谷
　
周
野

手
　
　
重
雄

松
本
　
俊
夫

山
藤
　
邦
臣

中
村
　
“耐
雄

山
室
　
窮
夫

金
子
　
泰
助

高
野
勝
太
郎

長
越
　
成
雄

河
本
　
　
博

横
田
　
利
久

吉
田
　
　
正

齋
藤
　
宗
蔵

常
盤
　
一
雄

四
　
宗
田
　
　
淳
　
　
新
潟
縣

五
　
小
柳
　
一
郎
　
　
東
京

六
　
岡
田
　
一二
蔵
　
　
長
野
縣

七
　
中
野
　
・貞
治
　
　
東
京

八
　
手
塚
　
一
雄
　
　
〃

九
　
瀧
口
　
清
夫
　
　
舶
橋

二
四
三
〇
　
王
村
　
孝
三
　
　
一鰯
井
市

一
　
加
藤
栞
太
郎
　
　
東
京

二
　
國
際
外
国
語
學
校
山
岳
部

代
表
　
工
藤
和
夫
　
″

花
井
　
　
薫
　
　
長
野
縣

水
産
講
脅
所
山
岳
部
學
生

代
表
河
野
弘
　
　
東
京

佐
藤
　
信
男
　
　
〃

小
野
　
芳
生
　
　
″

小
林
　
久
吾
　
　
〃

戸
田
　
英
夫
　
　
″

吉
田
　
武
彦
　
　
〃

四
谷
　
龍
胤
　
　
芦
屋

永
谷
　
誠
宏
　
　
名
古
屋

三
澤
　
義
人
　
　
長
野
縣

松
原
慶
太
郎
　
　
吹
田

杉
原
邦
太
郎
　
　
山
梨

柴
田
　
耕
造
　
　
大
阪
市

柳
澤
　
一
男
　
　
長
岡

細
―――
　
法
子
　
　
大
阪
市

墨
田
興
三
久
　
　
石
川

中
込
富
士
雄
　
　
山
梨

山
越
　
健
司
　
　
東
京

而
田
　
光
興
　
　
愛
知

永
田
　
昇
司
　
　
東
京

青
木
　
正
美
　
　
〃

佐
伯
　
富
夫
　
　
富
山
縣

松
本
條
太
郎
　
　
東
京

濱
村
佐
次
郎
　
　
滋
賀

四

四                  四

五                 |′ 1
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二
四
七
〇一二三四五六七八九

二
四
八
〇一二三四五六七八九

二
四
九
〇一

小
林
　
義
雄

長
津
　
一
郎

吉
田
　
貞
次

安
達
　
富
市

相
崎
　
富

一

黒
崎
　
誠
司

松
井
仁

一
郎

高
橋
　
好
道

篠
崎
　
賞
雄

内
田
　
忠
夫

盟
田
　
保
美

多
田
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石
原
　
逹
大
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原
久
米
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谷
本
　
勝

一

九
山
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邊
　
嘉
男

西
岡
喜
代

一

中
埜
　
愛
三

宮
田
喜
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次

斎
藤
　
榮

一

伊
達
　
忠
雄

大
田
　
　
孝

山
口
文
治
郎

前
川
登
美
男

尾
時
　
正
典

青
山
　
隆
三

坂
脇
　
善
次

金
吠

　

一貫

橋
本
　
逸
郎

轟
木

一
二
三

小
林
新
太
郎

名
古
屋

一

烏
販
縣

東
京

新
潟
縣

横 ″ ″ ″ ″

濱

戸
畑
山
梨
高
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京
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縣

大
阪
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京
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愛
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京
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阪
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五
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〇
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岐
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一
　
山
口
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郎
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賢
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郎
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山
田
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男
　
　
東
京

四
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五
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新
潟
縣

六
　
田
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倉
敷
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光
　
　
札
幌

八
　
降
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野
縣

九
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鐵
朗
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五
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〇
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吉
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木
　
　
功
　
　
″
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縣
立
松
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學
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山
岳
部

代
表
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野
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郎
　
石
川

三
　
川
淵
　
義
光
　
　
下
開

四
　
菊
池
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香
川

五
　
石
井
　
武
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東
京

六
　
倉
澤
　
文
平
　
　
新
潟
縣

七
　
村
山
　
圭
介
　
　
京
都

八
　
渡
邊
　
孝
輔
　
　
新
潟
縣

九
　
中
川
　
三
郎
　
　
富
山
市

二
五
二
〇
　
古
家
　
朝
次
　
　
大
阪

一
　
石
田
　
嘉
一　
　
熊
本
市

二
　
中
濤
　
性
功
　
　
横
濱

三
　
藤
井
　
貞
三
　
　
船
橋

四
　
中
川
　
晃

一　
　
東
京

五

七 六 五 四 三 二 一 九 八 七 六 五 四 三 二 一 〇 九 八 七 六 五

二
五
四
〇八九

二
五
五
〇一二三四五六七八

中
尾
　
正
武
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奈
川
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藤
　
秀
木
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岡
市

柴
藤
　
俊
輔
　
　
ク

村
上
　
　
巌
　
　
″
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賀
　
一
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京
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林
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郎
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山
市

熊
野
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男
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美
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山
縣

杉
本
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造
　
　
東
京
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橋
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城
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正
伸
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縣

山
本
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輝
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野
　
満
〓一　
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知
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率
佐
太
郎
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阪
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川
　
市
〓一　
　
鹿
兄
島
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雅
男
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潟
縣

藤
井
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午
　
　
東
京

大
丼

　

彰
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島
市

岡
本
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治
　
　
高
山

鎌
田
　
　
榮
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海
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山
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阜
市

間
中
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郎
　
熊
本
市

昭
和
電
工
大
町
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山
岳

部
代
表
　
山
町
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野

緑
川
　
次
郎
　
　
稲
岡
市

金
子
　
信
恒
　
　
東
京

鈴
木
　
折
日
夫
　
　
大
阪

大
塚
　
　
勤
　
　
東
京

吉
澤
　
康
恵
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山
本
　
蒼
水
　
　
東
京

内
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野
七
　
　
新
潟
縣
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月
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造
　
　
大
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小
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新
潟
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相
崎
　
勇
吉
　
　
″

田
洋
亥
久
男
　
　
″
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郎
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縣
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人
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田
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京

木
下
　
是
雄
　
　
豊
川

上
野
　
久
吉
　
　
覇
岡

耐
鳥
　
一
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本
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漢
稜
倶
業
部
　
　
東
京

池
島
　
梯
吉
　
　
鹿
兄
島

山
時
　
捨
男
　
　
新
潟
縣

東
贅
演
劇
部
山
手
部
東
京

新
保
雄
太
郎
　
　
新
潟
縣

高
橋
　
甲
〓一　
　
″

川
島
　
　
筒
　
　
新
潟
市

大
谷
　
　
衛
　
　
廣
島
縣

孫
田
　
三
郎
　
　
金
澤

吉
川
　
信
雄
　
　
″

物
田
　
俊

一
　
　
″

松
谷
　
　
博
．
　

石
川

二
家
　
良
治
　
　
金
澤

西
野
　
十
郎
　
　
″

耐
久
米
之
助
　
　
″

中
田
　
良
季
　
　
″

瀧
日
　
外
男
　
　
〃

殿
村
　
　
長
　
　
〃

津
田
興
志
雄
　
　
タ

棚
池
　
信
行
　
　
〃

釜
林
　
　
潔
　
　
石
川

中
村
　
良
子
　
　
金
澤

二
五
九
０
　
中
村
久
米
人
　
　
″

一
　

金
澤
美
術
工
藝
専
門
學
校

山
岳
部
代
表

栂
　
茂
雄

金
澤

和
田
　
貞
雄
　
　
金
澤

爾
補
　
正
吉
　
　
″

小
原
　
庄
作
　
　
″

園
部
六

一
郎
　
　
〃

川
口
　
久
雄
　
　
″

黒
田
義
久
次
　
　
″

沼
田
啓
太
郎
　
　
″

田
邊
　
庄

一
　
　

〃

洋
田
　
利
夫
　
　
金
澤

第
四
高
等
學
校
旅
行
部

代
表
　
野
中
　
昂
　
″

西
川
　
　
博
　
　
″

本
田

　

穣

　

石
川

自
由
倶
業
部

代
表
　
上
田
榮

一
　

金
澤

青
木
　
　
茂
　
　
″

上
田
　
宣
・作
　
　
石
川

坂
上
　
六
郎
　
　
千
葉
市

山
本
　
隆
敏
　
　
祠
岡
市

茂
木
　
恒
雄
　
　
東
京

鈴
木
　
　
勇

入
澤
　
丈
明

山
下
　
一
夫

加
藤
　
千
里

岩
瀬
　
圭

一

面
井
　
正
吉

大
迫
　
街

一

伊
藤
直
二
郎

原
　
　
　
一
三

吉
田
　
玄
馬

堀
内
　
義
久

入
澤
　
該
古

藤
田
　
　
端

秋
本
　
常
大

橘

田
　
済
美
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二
六
三
〇ニ三四五六七八九

二
六
四

一二三四五六七

香
川
　
敬

一

諏
訪
　
幸
大

山
田
　
英
三

山
田
　
　
昭

松
涌
謙
之
助

島
崎

　
一
男

森
　
　
松
男

田
中
　
　
浩

牧
田
　
　
豊

百
田
　
武
蔵

小
川
　
　
博

青
山
　
　
一勇

豊
田
　
一
部

櫻
井
　
英
夫

椎
木
　
茂
男

山
内
　
多
木

池
谷
　
欽

一

佐
藤
　
連
不

柳
澤
　
義
之

永
田
停
二
郎

江
口
　
芳
樹

岩
瀬
　
　
浩

天
野
　
誠
夫

村
上
　
一科
彦

渡
邊
　
義
武

有
我
　
勝
男

青
木
美
喜
雄

江
口
　
吉
男

柴
田
　
均
二

新
寺
　
義
雄

高
橋
　
友
次

涌
井
　
一暑
瑞

高
澤
　
　
浮

宮
島
　
孝

一

長
洋
　
敏
朗

東
京

富
城
秋
田
縣

山
形
縣

新
潟
縣

長
岡
新
潟
縣

〓
宅
　
信
道

中
條
　
康
裕

石
戸
　
　
毅

柳
井
　
春
男

柳
井
　
隆
大

的
場
　
大
献

藤
斎
　
　
治

石
河
　
利
太

笹
倉

　

博

細
川
外
茂
治

坂
本
　
仙
治

自
由
振
興
會

代
表
　
紀
　
俊
嗣

馬
場
　
勝
嘉

金
森
正
四
郎

戸
部
　
元
裕

桂
田
　
利
吉

内
山
　
辰
雄

島
村
　
電
男
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澤 川

六
　

松
本
警
暮

山
岳
部

代ヽ
表
　

榎
本

孝
行

　

タ

室
崎
佐
喜
男

吾
妻
　
正
吉

井
口
　
員
司

湊
野
　
豊
示

竹
内
　
隆
雄

齋
藤
　
推

一

佐
藤
　
　
悠

石
丸
　
榮
治

會
　
員

章

従
前
の
も
の
と
同
質
の
美
事
な
會
員

草
が
出
来
上
り
ま
し
た
。
紛
失
さ
れ
た

方
、
新
入
會
の
方
は
御
中
込
下
さ
い
。

途
料
共
金
二
十
五
同
で
す
。

會

費

の
排

込

會
費

の
件
に
開
し
て
は
會
報
前
琥
に
詳

細
に
説
明
し
て
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度

含
費
三
〇
向
を
ま
だ
排
込
ま
れ
て
い
な

い
會
員
は
至
急
御
途
金
願
い
ま
す
。

支
部
の
あ
る
地
域
み
會
員
は
支
部
費
在

も
併
せ
て
支
部
へ
お
排
込
下
さ
い
。
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Ｆ
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本
橋
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潟
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手
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博

鈴
木
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大
郎

合
木
　
武
夫

穂
苅
三
壽
雄
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山
忠
四
郎

花
岡
　
　
一保

牛
山
　
三
朗

松
季
　
久
三

安
武
　
忠
晴

杉
本
　
一群
正

北
野
　
榮
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吉
秋
　
　
賞

竹
村
幸
比
古

長
野
縣

新
潟
縣

山
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甲
府

長
野
縣

松
本

長
野
縣

金
澤
下
開


